














ご来場の際はなるべく公共交通機関でお越しください

しずてつジャストライン藁科線
「一番町」下車徒歩３分バス 静岡駅より約25分

（1.6km）徒歩
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一言抄

くすのき
11月23日（祝）駿府伝統芸能公演会がありました
浅間神社の廿日会祭では、山車（だし）の上に見上げる面踊りやお
囃子、また木遣りや獅子舞、地踊りなど12のプログラムが、AOIのパイ
プオルガンのもとのステージで繰り広げられました。それぞれの振興
会、保存会は、公民館や神社、小学校の体育館などで定期的に練習を
しています。層も厚く、小学生たちが面踊りやお囃子、太鼓に向かう
熱心さに、伝統を受け継ぐ頼もしさを感じました。

◇「座談会ライブ♪」金沢へ！
12月３日（日）石川県金沢市にある「金沢学生のまち市民交
流館」の交流ホールで、「座談会ライブ♪」をしてきました。「座
談会ライブ♪」は、番町センターのオリジナル企画で、多様な
立場の方々との対話の中で、社会課題を「自分ごと」にしてい
くプログラムです。
金沢市内でNPOや市民活動をしている方々や「金沢方式」と
いわれる町会単位の活動に熱心に取り組まれている方々、金沢
市の行政職員と、20代から70代までの53人のご参加でした。まず、
協働のパートナーシップの元での「まちづくり」における市民

の役割、行政側の役割、そして、番町センターが中間支援センターとして大切にしていることなどをお伝え
した後、円卓「えんたくん」をグループ５人の膝で支えるテーブルとしながら、聴き合い話し合いの時間です。
81畳の広さのある大広間で、加賀百万石の歴史あるさまざまな資産を生かし、人と場をどうつくるか、ど
んなアクションを起こすかが次々に具体化されていきます。「座談会ライブ♪」のような話し合いを重ねて、
協働のまちづくりを実現していきたい、と感想をいただいてうれしかったです。

◇「創造的過疎」を学ぶ
財務省静岡財務事務所主催の「地方創生セミナー」にて、特定非営利活動法
人グリーンバレーの大南信也理事長の講演「神山プロジェクト～創造的過疎か
ら考える地方創生」を聴きました。徳島県神山町は徳島市の中心部から車で45
分ほどの山に囲まれた町。人口約5400人、高齢化率約50％の過疎の町ですが、
総人口の約３％の移住者を迎えています。シリコンバレーならぬグリーンバレ
ーには、IT企業のサテライトオフィスが16社、その他、パン屋、レストラン、ゲストハウスなど町の将来に
とって必要な店も次々にできています。多様な働き方を実現できる場としての価値を高めることによって人
口構成の健全化を図っている。それを「創造的過疎」と名付けています。
発信すること、見える化すること、小さなことから積み上げていくこと、町役場内の「神山町つなぐ会議」
と民間の「神山つなぐ公社」とのコラボレーションで実施している「町を将来世代につなぐプロジェクト」
などが、豊かな可能性を生んでいることを、大南さんの講演から実感することができました。

クスノキは番町センターの建物の前身・旧一番町小学校のシンボルの樹です。　
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